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産業ＤＸ事業を加速させるための、 

産業インフラセグメントにおける組織再編のお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、お客様の課題解決に貢献する産業ＤＸ事業を加速するために、

下記の通り組織再編を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

産業インフラセグメントにおける組織再編について 

 「社会／産業インフラ領域でお客様と一緒に社会課題を解決する」という全社方針に基づき、産業ＤＸ

事業を加速するためにシステムソリュ－ション事業本部、インダストリアルソリュ－ション事業本部、

アプライドプロダクト事業本部の開発、販売体制を再編いたします。具体的には、電力／鉄道ソリュー

ションビジネス(以下ソリューション：ＳＬ)を中心とした自社製品ビジネスについては、製販一体化を

実現し、開発部門は秋田開発センターに集約します。加えて、受託開発ビジネス機能とシステムＳＬビ

ジネスの新規開拓を各々システムＳＬ事業本部とインダストリアルＳＬ事業本部に再編します。 

  今回の組織再編により、産業インフラセグメントの産業ＤＸ事業戦略を加速し、佐鳥電機の企業価値

向上を図ってまいります。 

   

１）目的   

産業インフラセグメントにおける産業ＤＸ事業拡大と自社製品開発・販売体制の強化 

① 製販一体運営によるマーケットイン志向の徹底 

② 開発部門の一元化による新規自社製品開発力強化 

③ 新規事業開拓および受託開発、組込みビジネスの販売促進強化 

 

２）組織再編内容 

    ① システムＳＬ事業本部とアプライドプロダクト事業本部を再編し、製販一体運営により自社

製品(電力ＳＬ／鉄道ＳＬ)の拡大を図る。 

② アプライドプロダクト事業本部を再編し、現在東京本社と秋田開発センターに分散している

開発・生産・品質管理部門を開発の主拠点である秋田開発センターに集約、「秋田テクノロジ

ーセンター」に名称変更し一元管理により技術力、品質力向上を図る。 

また、技術力、品質力向上に向けては、地元志向の強い優秀な新卒学生や技術者を県内外か

ら採用する。 

③ システムＳＬ事業本部内に新規事業開拓部門を設置し、新たな成長事業を構築する。 

④ インダストリアルＳＬ事業本部内に受託開発、組込みビジネスの販促部門を設置し、新規顧

客開拓を進める。 
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３）実施時期 

  2023年６月１日 

 

 

なお、今回の組織再編による 2022年度業績に対する影響は軽微であり、必要な場合は別途開示いたしま

す。 

 

以上 


